
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 

高
齢
者
を
ね
ら
っ
た
強
引
な
浄
水
器
の
販
売
が

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
よ
う
、

お
客
様
、
代
理
店
の
皆
様
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意

く
だ
さ
い
。 

 
１
１
月
７
日
、
東
京
都
・
埼
玉
県
・
岩
手
県
が

高
齢
者
に
強
引
に
浄
水
器
を
販
売
し
た
と
し
て
、

特
定
商
取
引
法
違
反
で
、
浄
水
器
の
販
売
４
社
に

業
務
停
止
命
令
を
出
し
ま
し
た
。 

 

近
接
し
て
い
な
い
都
道
府
県
同
士
が
、
広
域
的

に
連
携
し
て
事
業
者
を
処
分
す
る
の
は
、
今
回
が

初
め
て
の
ケ
ー
ス
に
な
る
そ
う
で
す
。 

 

悪
質
な
浄
水
器
販
売
、
そ
の
手
口
は
、
つ
ぎ
の

よ
う
な
電
話
か
ら
始
ま
り
ま
す
。 

さわやかさわやかシミ・ジャー通信 
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１２月号

浄
水
器
の
無
料
点
検
に
注
意
！ 

東
京
都
と
埼
玉
県
、
岩
手
県
は

６
日
、
高
齢
者
ら
を
威
圧
し
た

り
、
虚
偽
の
説
明
を
し
た
り
し

て
不
正
に
高
額
な
浄
水
器
を

契
約
さ
せ
た
な
ど
と
し
て
、
浄

水
器
の
訪
問
販
売
業
「
メ
デ
ィ

カ
ル
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
」
（
東

京
都
台
東
区
）
、
「
Ｃ
Ｏ
Ｓ
Ｕ

Ｉ
」
コ
ー
ス
イ
（
同
）
、「
フ
ォ

ー
ラ
イ
フ
」
（
さ
い
た
ま
市
大

宮
区
）、
「
グ
レ
イ
シ
ズ
」
（
大

阪
市
西
区
）
の
計
４
社
に
対

し
、
特
定
商
取
引
法
に
基
づ

き
、
３
カ
月
問
の
業
務
停
止
を

命
じ
た
。
「
グ
レ
イ
シ
ズ
」
を

除
く
３
社
の
社
員
は
、
い
ず
れ

も
同
様
の
手
口
で
経
済
産
業

省
が
、
平
成
１
８
年
１
０
月
に

業
務
停
止
命
令
を
出
し
た
訪

問
販
売
会
社
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
（
大
阪
市

北
区
）
の
社
員
だ
っ
た
。 

 
都
に
よ
る
と
、
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｕ

Ｉ
、
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
、
グ
レ
イ

シ
ズ
の
３
社
は
、
平
成
１
８
〜

２
０
年
の
間
、
主
に
高
齢
者
宅

に
「
浄
水
器
の
点
検
に
う
か
が

い
ま
す
」
な
ど
と
電
話
を
か
け
、

訪
問
。
「
浄
水
器
を
通
し
た
水

を
飲
む
と
が
ん
に
な
り
に
く

い
」
な
ど
と
ウ
ソ
を
言
っ
た
り
、

「
消
費
者
金
融
で
借
り
ら
れ

る
よ
う
に
し
て
や
る
」
な
ど
と

言
っ
て
、
強
引
に
契
約
さ
せ

た
。
特
に
グ
レ
イ
シ
ズ
は
購
入

を
断
っ
た
男
性
に
「
そ
う
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
ん
だ
。
こ

の
ハ
ゲ
じ
じ
い
」
な
ど
と
脅
す

威
迫
行
為
も
認
定
さ
れ
た
。 

 

こ
れ
ら
３
社
の
契
約
者
の

最
高
被
害
額
は
６
３
３
万
円

で
、
都
に
は
計
８
６
件
の
相
談

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。 

 

ま
た
、
埼
玉
県
も
同
日
、「
フ

ォ
ー
ラ
イ
フ
」
「
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｕ

Ｉ
」
を
３
カ
月
の
業
務
停
止
処

分
に
、
岩
手
県
が
「
Ｃ
Ｏ
Ｕ
Ｓ

Ｕ
Ｉ
」
と
代
表
者
と
住
所
が
同

じ
「
メ
デ
ィ
カ
ル
・
フ
ュ
ー 

チ
ャ
ー
」を
同
じ
処
分
と
し
た
。 

【
２
０
０
８
年
１
１
月
７
日 

産
経
新
聞
】 

「
い
ま
、
お
使
い
の
浄
水
器
を
無
料
で
点
検
、

ま
た
は
、
洗
浄
い
た
し
ま
す
。
」 

 

返
答
に
よ
っ
て
、
な
ん
ら
か
の
浄
水
器
を
使
用

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
と
、
な
ん
と
し
て
で
も

訪
問
で
き
る
よ
う
に
、
は
た
ら
き
か
け
ま
す
。 

 

家
へ
上
げ
た
ら
最
後
、
今
使
っ
て
い
る
浄
水
器

を
強
引
に
取
り
外
し
た
り
、
契
約
す
る
ま
で
何
時

間
で
も
居
座
っ
た
り
、
す
る
の
だ
そ
う
で
す
。 

 

被
害
に
あ
っ
た
大
半
は
６
５
歳
以
上
の
高
齢
者

で
、
最
後
は
疲
れ
果
て
て
、
契
約
書
に
サ
イ
ン
し

て
し
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。 

 

最
初
が
肝
心
で
す
。
こ
の
よ
う
な
電
話
が
あ
っ

た
ら
、
「
ウ
チ
に
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
ハ
ッ

キ
リ
と
断
る
か
、
ま
た
は
「
留
守
番
で
わ
か
ら
な

い
。
」
な
ど
、
ま
と
も
に
取
り
合
わ
な
い
こ
と
で
す
。

ま
た
、
相
手
の
会
社
名
・
名
前
だ
け
は
確
認
し
て

お
き
ま
し
ょ
う
、
そ
の
後
も
し
つ
こ
く
電
話
が
か

か
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
会
社
の
名
前
を
挙
げ
て
、

「
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」
に
相
談
す
る
と
言
う
の

も
効
果
が
あ
る
そ
う
で
す
。 

 

現
在
、
電
話
帳
に
名
前
が
載
っ
て
い
る
家
庭
は
、

昔
か
ら
電
話
を
お
持
ち
の
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

ご
高
齢
の
世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

悪
質
な
業
者
は
そ
れ
を
承
知
の
上
で
、
電
話
帳

か
ら
順
番
に
電
話
を
か
け
て
、
高
齢
者
世
帯
を
見

つ
け
出
し
ま
す
。
残
念
な
が
ら
弊
社
の
お
客
様
に

も
、
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。 

 

こ
の
よ
う
な
卑
劣
な
業
者
を
絶
対
に
家
に
上
げ

な
い
よ
う
に
、
ま
た
、
皆
様
の
大
切
な
方
が
、
被

害
に
あ
わ
な
い
よ
う
に
、
今
す
ぐ
こ
の
情
報
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。 

都
な
ど
処
分

高
齢
者
狙
い
強
引
契
約 

浄
水
器
４
社
業
務
停
止 

埼
玉
県
消
費
生
活
課
に
よ

る
と
、「
フ
ォ
ー
ラ
イ
フ
」「
Ｃ

Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｕ
Ｉ
」
の
２
社
は
、「
こ

ん
な
水
を
飲
ん
で
い
た
ら
体
に

良
く
な
い
」
な
ど
と
う
そ
の
説

明
を
し
、
３
５
万
〜
４
７
万
円

の
浄
水
器
を
販
売
。
解
約
を
求

め
る
契
約
者
に
応
じ
な
い
場

合
も
あ
っ
た
。
契
約
者
の
大
半

は
高
齢
者
だ
っ
た
。 

【
毎
日
新
聞
か
ら
】 



 

    

８
月
号
で
紹
介
し
た
「
沈
黙
の
春
」
は
、
１
９
６
２
年

海
洋
生
物
学
者
レ
イ
チ
ェ
ル
・
カ
ー
ソ
ン
女
史
に
よ
っ
て

執
筆
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
新
農
薬
「
Ｄ
Ｄ
Ｔ
」
の
人
畜

へ
の
害
や
、
残
留
性
が
及
ぼ
す
環
境
汚
染
へ
の
危
険
を
警

告
し
て
、
大
き
な
衝
撃
を
与
え
ま
し
た
。 

 

今
年
６
月
、
副
題
「
ミ
ツ
バ
チ
が
消
え
た
沈
黙
の
夏
」

と
い
う
本
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
著
者
の
船
木
俊
介
氏
は
、

殺
虫
剤
と
し
て
使
わ
れ
始
め
た
、
現
代
の
新
農
薬
「
ネ
オ

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」
の
恐
怖
を
綴
り
、
「
沈
黙
の
春
」
の
続

編
が
、
す
で
に
始
ま
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
ま
す
。 

 

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
は
新
し
い
ニ
コ
チ
ン
様
物
質
で
、

神
経
伝
達
物
質
を
阻
害
し
て
、
中
枢
神
経
系
を
犯
す
神
経

毒
で
す
。
近
年
発
生
し
て
い
る
、
ミ
ツ
バ
チ
の
帰
巣
本
能

が
狂
っ
た
り
、
大
量
死
し
た
り
す
る
、
蜂
群
崩
壊
症
候
群

（
Ｃ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
こ
の
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
が
主

な
原
因
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新
・農
薬 

「
ネ
オ 

ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」 

食
の
安
全 

農
薬
の
話   

番
外
編 

用
し
な
い
。
」
と
注
意
書
が
あ
り
ま
す
が
、
花
を
求
め
て

移
動
す
る
ミ
ツ
バ
チ
を
規
制
す
る
の
は
不
可
能
で
す
。 

 

ミ
ツ
バ
チ
な
ど
の
環
境
指
標
生
物
は
、
自
然
の
豊
か
さ

と
、
時
に
は
危
険
を
知
ら
せ
て
く
れ
る
大
切
な
生
き
物
で

す
。
特
に
植
物
の
受
粉
に
は
欠
か
せ
な
い
昆
虫
で
す
。 

 

こ
の
ま
ま
ミ
ツ
バ
チ
の
蜂
群
崩
壊
症
候
群
が
広
が
る
と
、

作
物
の
開
花
時
期
に
受
粉
が
で
き
ず
、
深
刻
な
食
糧
危
機

や
食
料
価
格
の
高
騰
に
も
つ
な
が
る
と
警
告
し
て
い
ま
す
。 

 

最
近
、
銀
座
の
ビ
ル
の
屋
上
で
ミ
ツ
バ
チ
を
飼
っ
て
い

る
様
子
が
、
マ
ス
コ
ミ
で
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
然
の

豊
か
な
田
舎
よ
り
も
、
農
薬
散
布
の
少
な
い
東
京
の
ほ
う

が
、
ミ
ツ
バ
チ
に
と
っ
て
楽
園
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。 

 

有
機
リ
ン
系
農
薬
に
耐
性
を
も
つ
生
物
が
出
現
す
る
と
、

そ
れ
に
代
わ
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
が
登
場
し
た 

よ
う
に
、
農
薬
と
耐
性
を
持
つ
生
物
と
の
イ
タ
チ
ご
っ
こ

は
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
の
で
し
ょ
う
。 

 

著
者
が
警
告
す
る
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド 

↓ 

蜂
群
崩

壊
症
候
群 

↓ 

植
物
群
の
枯
死 

↓ 

砂
漠
化 

↓ 

動
植
物

の
絶
滅
‥
。
植
物
も
枯
れ
、
川
も
涸
れ
、
赤
茶
け
た
砂
漠

に
照
り
つ
け
る
太
陽
の
下
、
す
べ
て
が
静
ま
り
返
っ
た
‥

「
沈
黙
の
夏
」
と
い
う
、
恐
怖
の
連
鎖
が
起
き
な
い
こ
と

を
、
願
わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。 

 
 

【
お
わ
り
】 

実
際
に
蜂
の
死
骸
を
分
析
し
て
、
そ
の
証
拠
を
掴
ん
だ

農
業
大
国
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
養
蜂
家
の
訴
え
を
認
め
、
最

高
裁
判
決
に
よ
り
全
面
使
用
禁
止
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で
は
、
次
々
と
使
用
中
止
に
な
っ
て

い
る
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
で
す
が
、
日
本
で
は
単

位
面
積
当
た
り
、
中
国
の
１
０
０
倍
も
の
量
が
使
用
さ
れ

て
い
る
と
い
い
ま
す
。 

 

こ
の
農
薬
は
、
水
溶
性
で
無
臭
で
す
。
さ
ら
に
、
従
来

の
有
機
リ
ン
系
農
薬
は
、
散
布
し
て
も
半
径
数
百
ｍ
程
度

し
か
広
が
り
ま
せ
ん
が
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
は
、

半
径
４
ｋ
ｍ
に
ま
で
広
が
り
、
ミ
ツ
バ
チ
や
農
業
に
有
用

な
生
物
ま
で
も
、
死
滅
さ
せ
て
し
ま
い
ま
す
。 

 

専
門
家
は
、
昆
虫
と
人
間
な
ど
の
脊
椎
動
物
と
で
は
、

神
経
伝
達
物
質
の
受
容
体
が
違
う
の
で
、
人
体
に
害
は
な

い
と
し
て
い
ま
す
が
、
安
全
性
が
１
０
０
％
証
明
さ
れ
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
発
す
る
、
う
つ
病
、
自
殺
、

引
き
こ
も
り
、
凶
悪
犯
罪
な
ど
、
脳
や
神
経
系
へ
の
影
響

が
懸
念
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。 

 

２
０
０
５
年
夏
、
岩
手
県
盛
岡
市
の
藤
原
養
蜂
場
で
は
、

２
０
０
０
万
匹
の
ミ
ツ
バ
チ
が
、
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系

農
薬
「
ダ
ン
ト
ツ
粉
剤
」
に
よ
っ
て
大
量
死
し
て
い
ま
す
。

 

製
品
に
は
「
カ
イ
コ
や
ミ
ツ
バ
チ
の
い
る
地
域
で
は
使

左
「
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
」 

バ
イ
エ
ル
社 

左
「
ベ
ス
ト
ガ
ー
ド
」

住
化
武
田
農
薬 

左
「
ダ
ン
ト
ツ
」 

住
化
武
田
農
薬 

バ
イ
エ
ル 

写
真
・
三
五
館 

発
行 

悪
魔
の
新
・
農
薬
「
ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
」

主なネオニコチノイド系 

殺虫剤 

右
「
ス
タ
ー
ク
ル
」

三
井
化
学 

右
「
モ
ス
ピ
ラ
ン
」

日
本
曹
達 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

平
成
元
年
、
湧
水
群
を
代
表
す
る
「
弘
法
の
清
水
」
が

有
害
化
学
物
質
で
あ
る
テ
ト
ラ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
に
汚
染

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
道
さ
れ
、
市
民
に
大
変
な
不
安
を

与
え
ま
し
た
。 

 【
地
元
の
取
り
組
み
】 

平
成
６
年
に
は
全
国
初
の
「
地
下
水
汚
染
防
止
及
び
浄

化
に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、
汚
染
物
質
の
除
去
を
地

下
水
の
自
然
循
環
に
ま
か
せ
る
の
で
は
な
く
、
地
下
水
を

人
工
的
に
吸
い
上
げ
、
汚
染
物
質
を
除
去
し
て
再
び
地
下

に
戻
す
「
人
工
透
析
的
装
置
」
を
開
発
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
装
置
の
運
転
効
果
に
よ
る
水
質 

改
善
が
早
く
進
み
、
環
境
基
準
を
ク
リ 

ア
ー
す
る
ま
で
と
な
り
、
平
成
１
６
年 

１
月
１
日
に
名
水
「
秦
野
盆
地
湧
水
群
」 

の
復
活
を
高
ら
か
に
宣
言
し
ま
し
た
。 

 

   

北
は
丹
沢
山
地
と
南
の
箱
根
山
の
山
間
に
、
洒
水
の
滝

と
そ
の
水
が
流
れ
る
滝
沢
川
が
あ
り
ま
す
。 

 

洒
水
の
滝
は
滝
沢
川
の
上
流
に
位
置
し
、
山
地
か
ら
流

入
す
る
水
は
三
段
の
滝
に
な
り
流
れ
落
ち
、
上
か
ら
２
９
，

７
ｍ
（
三
の
滝
）
１
６
ｍ
（
二
の
滝
）
、
６
９
，
３
ｍ
（
一

の
滝
／
一
般
の
観
光
客
が
見
れ
る
の
は
こ
の
滝
の
み
）
の

落
差
を
持
ち
ま
す
。 

 

鎌
倉
時
代
初
期
の
頃
、
名
僧
文
覚
上
人
が
こ
の
滝
で
修

行
し
た
と
い
わ
れ
、
不
動
尊
が
あ
り
、
現
在
で
も
滝
に
打

た
れ
て
修
行
す
る
人
が
多
く
い
ま
す
。 

 【
地
元
の
取
り
組
み
】 

 

地
元
住
民
に
よ
っ
て
滝
周
辺
で 

定
期
的
な
清
掃
活
動
が
実
施
さ
れ 

て
い
ま
す
。 

 

  

 

Ｊ
Ｒ
御
嶽
駅
前
の
御
岳
苑
地
か
ら
下
流
４
ｋ
ｍ
．
を
御

岳
渓
流
と
呼
び
、
秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
内
に
位
置
し

て
い
ま
す
。 

御
岳
渓
流
の
両
岸
は
遊
歩
道
（
約
６
ｋ
ｍ
）
が
整
備
さ

れ
、
豊
か
な
自
然
が
楽
し
め
ま
す
。
江
戸
時
代
は
江
戸
の

上
水
道
の
水
源
と
し
て
利
用
さ
れ
、
今
も
東
京
都
民
の
喉

を
潤
し
、
釣
り
や
カ
ヌ
ー
な
ど
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

 

御
岳
か
ら
遊
歩
道
を
下
る
と
沢
井
に
到
着
し
ま
す
。
こ

こ
に
は
「
澤
乃
井
」
で
知
ら
れ
る
蔵
元
の
小
澤
酒
造
が
あ

り
、
銘
酒
と
そ
こ
で
湧
き
出
る
仕
込
み
水
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

他
に
も
日
本
画
壇
の
巨
匠
、
川
合
玉
堂 

美
術
館
を
は
じ
め
、
寒
山
寺
、
吉
川
英
治 

記
念
館
、
吉
野
梅
郷
と
い
っ
た
見
ど
こ
ろ 

が
点
在
し
て
い
ま
す
。 

 

秦
野

は

た

の

盆
地

ぼ

ん

ち

湧
水
群

ゆ
う
す
い
ぐ
ん 

神
奈
川
県
／
秦
野
市

は

だ

の

し 

大
秦

た
い
し
ん

町
ち
ょ
う 

洒じ
ゃ

水す
い

の
滝た

き

・
滝
沢

た
き
ざ
わ

川 が
わ 

神
奈
川
県
／
足
柄
上
郡

あ
し
が
ら
か
み
ぐ
ん 

山
北
町

や
ま
き
た
ま
ち 

名水百選

 ０２６ 

御
岳

み

た

け

渓
流

け
い
り
ゅ
う 

東
京
都
／
青
梅
市

お

う

め

し 

御
岳

み

た

け

本
町

ほ
ん
ち
ょ
う  

名水百選

 ０２４ 

名水百選

 ０２５ 

■交通 

／JR御殿場線「山北駅」下車⇒徒歩35分 

■車 

／東名高速道路大井松田 IC⇒国道 246 号を御殿

場方面へ⇒20 分程で「樋口橋（とよぐちばし）

交差点」を左折 

■交通 

／JR青梅線「御嶽駅」下車 

■車 

／中央道八王子 IC⇒26Km（55分） 

／圏央道青梅 IC⇒16Km（30分） 

／圏央道日の出 IC⇒16Km（30分） 

■交通 

『弘法の清水』／小田急線「秦野駅」下車⇒

徒歩2分  

『今泉湧水池』／小田急線「秦野駅」下車⇒

徒歩7分  

『春嶽水源』／小田急線「秦野駅」下車⇒神

奈川中央交通バス蓑毛行／ヤビツ峠行「蓑毛」 



豆
を
食
べ
た
マ
ウ
ス
の
子
供
の
死
亡
率
が
高
い
、
Ｇ
Ｍ
ナ

タ
ネ
の
花
の
蜜
を
吸
っ
た
ミ
ツ
バ
チ
の
寿
命
が
半
分
に
な

っ
た
、
Ｇ
Ｍ
大
豆
に
ナ
ッ
ツ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
組
み
入
れ
た
ら

ア
レ
ル
ギ
ー
を
引
き
起
こ
し
た
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
報
告

が
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

（
注
）
厚
労
省
で
は
、
こ
れ
ら
の
事
例
を
報
告
し
た
実
験
・

検
査
方
法
で
は
、
Ｇ
Ｍ
作
物
が
直
接
の
原
因
と
は
断
定
で

き
な
い
と
の
研
究
結
果
を
も
と
に
、
安
全
で
あ
る
と
の
見

解
を
示
し
て
い
ま
す
。 

  

日
本
に
お
け
る
遺
伝
子
組
み
換
え
食
品
の
安
全
審
査
は

専
門
家
に
よ
る
食
品
安
全
委
員
会
に
よ
り
、
次
の
項
目
に

そ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。 

■
挿
入
遺
伝
子
の
安
全
性 

 

■
挿
入
遺
伝
子
に
よ
り
、
産
生
さ
れ
る
蛋
白
質
の
有
害
性

の
有
無 

 

■
ア
レ
ル
ギ
ー
誘
発
性
の
有
無 

 

■
挿
入
遺
伝
子
が
間
接
的
に
作
用
し
、
他
の
有
害
物
質
を 

産
生
す
る
可
能
性
の
有
無 

 

■
遺
伝
子
を
挿
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
成
分
に
重
大
な
変

化
を
起
こ
す
可
能
性
の
有
無 

検
査
で
は
人
工
の
胃
液
・
腸
液
に
よ
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
消

化
状
態
ま
で
確
認
を
し
て
い
る
そ
う
で
す
。 

 

し
か
し
、
ド
イ
ツ
で
の
実
験
で
は
大
腸
菌
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

ネ
ズ
ミ
に
食
べ
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
消
化
さ
れ
る
は
ず
の
Ｄ

Ｎ
Ａ
が
、
腸
壁
か
ら
体
内
へ
吸
収
さ
れ
た
こ
と
や
、
妊
娠

中
の
ネ
ズ
ミ
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
胎
児
の
臓
器
へ
移
動
し
て

い
た
事
が
判
明
し
た
の
で
す
。 

 

そ
れ
ま
で
は
「
Ｇ
Ｍ
Ｏ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
）
飼

料
、
食
品
を
摂
取
し
て
も
家
畜
・
人
の
体
内
で
消
化
液
に

よ
っ
て
完
全
に
分
解
さ
れ
る
か
ら
安
全
」
と
説
明
し
て
き

た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ
を
根
底
か
ら
く
つ
が
え
す
よ
う
な

報
告
が
出
て
き
た
の
で
す
。 

 
 
 

【
次
号
に
続
く
】 

  
１
９
９
６
年
イ
ギ
リ
ス
で
１
頭
の
羊
が
誕
生
し
ま
し
た
。

も
と
の
羊
と
ま
っ
た
く
同
じ
遺
伝
子
情
報
を
持
つ
ク
ロ
ー

ン
羊
「
ド
リ
ー
」
で
す
。 

 

人
間
が
遺
伝
子
を
操
作
す
る
と
い
う
、
自
然
界
の
ル
ー

ル
に
反
し
た
、
こ
の
実
験
に
対
し
て
、
ロ
ー
マ
法
王
は
「
神

の
領
域
に
踏
み
込
ん
だ
」
と
非
難
し
ま
し
た
。 

 

農
作
物
の
遺
伝
子
組
み
換
え
も
、
自
然
界
に
は
な
か
っ

た
新
し
い
種
の
誕
生
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
た
と
え
ば
、

植
物
に
細
菌
の
殺
虫
効
果
を
持
つ
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ

「
害
虫
抵
抗
性
作
物
」
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
中
で
、
害
虫
に
強
い
と
う
も
ろ
こ
し
「
Ｂ
ｔ
コ
ー

ン
」
は
バ
チ
ル
ス
・
チ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
シ
ス
と
い
う
細
菌

の
殺
虫
毒
素
の
遺
伝
子
を
組
み
込
ん
だ
も
の
で
す
が
、
目

的
以
外
の
虫
に
は
効
果
が
な
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

 

と
こ
ろ
が
１
９
９
９
年
、
こ
の
Ｂ
ｔ
コ
ー
ン
の
花
粉
を

か
け
た
葉
を
食
べ
た
蝶
の
幼
虫
の
４
４
％
が
死
に
、
残
っ

た
幼
虫
も
発
育
不
全
で
弱
っ
て
い
た
と
い
う
実
験
結
果
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
目
的
以
外
の
生
物
に
影
響
を
与
え
る

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
の
で
す
。 

 

ま
た
土
中
の
微
生
物
が
Ｂ
ｔ
毒
素
に
よ
っ
て
変
化
す
れ

ば
、
生
態
系
に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
実
際
に

Ｂ
ｔ
毒
素
に
触
れ
る
機
会
の
多
い
生
産
者
に
は
ア
レ
ル
ギ

ー
が
多
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
れ
を
受
け
て
Ｅ
Ｕ
で
は
、
Ｂ
ｔ
コ
ー
ン
の
認
可
を
凍

結
し
ま
し
た
。
生
産
国
の
ア
メ
リ
カ
は
、
自
然
の
条
件
下

で
蝶
の
幼
虫
が
花
粉
を
食
べ
る
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
と

反
論
し
て
、
凍
結
の
解
除
を
求
め
ま
し
た
。 

 

そ
れ
で
も
凍
結
を
続
け
た
Ｅ
Ｕ
で
し
た
が
、
２
０
０
４

年
ス
イ
ス
企
業
が
開
発
し
た
Ｂ
ｔ
・
１
１
コ
ー
ン
の
流
通

を
認
め
ま
し
た
。
遺
伝
子
組
み
換
え
の
表
示
を
す
る
こ
と

で
消
費
者
に
判
断
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
の
で
す
。 

 （
注
）
先
の
実
験
結
果
に
つ
い
て
、
日
本
で
は
厚
生
労
働

省
医
薬
食
品
局
食
品
安
全
部
が
、
ほ
場
か
ら
２
０
ｍ
以
上

離
れ
れ
ば
生
息
す
る
蝶
の
存
続
に
関
わ
る
よ
う
な
影
響
は
、

無
視
し
う
る
ほ
ど
小
さ
い
と
の
見
解
を
示
し
て
い
ま
す
。

 

こ
の
他
に
も
、
Ｇ
Ｍ
（
遺
伝
子
組
み
換
え
）
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
食
べ
た
マ
ウ
ス
の
免
疫
機
能
が
低
下
し
た
、
Ｇ
Ｍ
大

食
の
安
全 

遺
伝
子
組
み
換
え
食
品 

２ 

ロスリン研究所で生まれたドリー（右）と 

その仔のボニー（左）クローン動物が子孫を

残せることを証明しましたが、老化現象が早

く、羊の平均寿命11～12歳の約半分6歳

7ヶ月で亡くなりました。 

ＧＭ（遺伝子組み換え）とうもろこし。 

普通のものと見た目での違いはわかりません。 


